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るため、これに代わるものとして、種々のシミュレーションモデルが存在し、特に、TKTD モデル（Toxico Kinetics 
















においても、相関係数 R＝0.75－0.85 と極めて高く、良好な結果が得られた。 
 この臓器と血液の分配係数の予測式を新たな TKTD シミュレーションモデルに組み込むことで予測式の妥当性の
確認を試みた。即ち、実測値が得られている数種の化合物の情報を集約し、これらの体内動態予測を行い、比較検討
した。 























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 化学物質のリスクアセスメントでは、「曝露アセスメント（評価）」が重要な要因の一つだが、これには化学物質の
体内動態が重要な情報となる。ヒトにおける体内動態を実験的に知ることは困難であるため、これに代わるものとし
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